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【要旨】

地域の自然・文化・歴史・景観を体験する酒蔵ツーリズムは、地元資源の有効活用
と地域経済の活性化、持続可能な地域振興に寄与する。本研究が提案する自宅直送物
流による手ぶら酒蔵ツーリズムは、インバウンド客の回遊と消費を促進し、観光体験
の質を向上させる。

キーワード： 和食、酒蔵ツーリズム、インバウンド、自宅直送物流、手ぶら観光、
顧客体験

１　はじめに

１. １　外国人の日本文化のコンテンツ体験ジャニー

通商産業省が発表した「Japan Brand Image Research 海外都市から見た日本のブラン
ドイメージ調査」（2023）によると、外国人の日本文化のコンテンツ体験ジャニーは、
「出会う → 関心をもつ → 好きになる → 深める」を通じて、日本に対する高いブラ
ンドイメージが形成される。

酒蔵ツーリズムを起点とする地域振興のための
手ぶら観光モデルの構築

─自宅直送物流によるインバウンドに対する新しい顧客体験の創造─
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Home Delivery Logistics
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図表１　外国人の日本に対する興味分野の多様化と深化

日本の文化コンテンツは、マンガ、アニメ、ゲームだけではなく、「日本食」「酒」
も重要な構成要素であることが分かる。2013年、「和食」がユネスコ無形文化遺産に
登録され、「和食：日本人の伝統的な食文化」と題し、「自然の尊重」という日本人の
精神を体現した食に関する「社会的慣習」として評価されている。

図表２　外国人の日本文化コンテンツの体験深化ジャニー

日本への
理解・
関心度

体験する
内容 外国人の体験視点と特徴

低

高

伝統文化 日本の伝統文化は「静かで神秘的な日本」というイメージの核。富士
山やゲイシャが象徴的で、茶道や着物体験、寺院や神社訪問が人気。

POPカルチャー
マンガ・アニメ・ゲームなどのオタク文化は日本独特の創造性を体現
し、秋葉原やスタジオジブリ美術館が人気。最新技術やストーリーテ
リング。

日本食
日本酒

健康志向や食文化への関心。寿司やラーメンから本格的な和食、居酒屋
や地酒まで多様な体験。料理教室や酒蔵見学で食文化を深掘りできる。

道具・建築
インテリア

機能性と美しさのバランス。包丁や文房具など匠な技術。伝統建築と
ミニマリズムの融合、禅の影響を受けたシンプルさと自然との調和に
関心。

工芸品
ファッション

陶器、漆器、和紙などの工芸品は手仕事の精緻さが注目される。着物
や原宿や渋谷のストリートファッションも。新旧の日本文化の独自性
を体現。

自然の景観
アウトドア

四季折々の美しい景観が魅力。富士山、桜、紅葉などが注目され、温泉
やハイキングも人気。自然とのつながりを深めるリフレッシュの機会に。

スピリチュ
アリティ

神道や仏教への興味から寺院や神社訪問、禅体験が魅力的。宗教的儀
式や祭りを通じて文化の深層に触れ、精神的充足感を得ることができる。

出所：著者作成

出所：通商産業省（2023）「海外都市から見た日本のブランドイメージ調査」
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それぞれの分野での体験が、日本の多様で豊かな文化をより深く理解する手助けと
なり、「機能性と美の融合」「自然との共生」「精神的豊かさ」という日本特有の価値
観を深く理解する契機となる。

１. ２　日本酒の米・水・気候・人の地域性（テロワール・産地特性）

「日本酒の約80％を占める水、気候を含む醸造環境、原料となる米、作り手などに
よる地域性が現れる」[1]。
・ 北陸地方や東北地方の日本酒（例：新潟県、秋田県）は、軟水や寒冷な気候のた
め、酵母の発酵が緩やかになり軽やかで柔らかい、洗練されたキレのある淡麗辛口
の酒が多く生産され、魚介類や塩味の効いた保存食と相性が良いとされている。西
日本（例：広島県、兵庫県）の日本酒は、カルシウム、リン、カリウムなどを豊富
に含む硬水を使い、温暖な気候で酵母の活性が強くなり、まろやかで甘味やコクの
ある酒が特徴である。濃厚な味付けの料理や、甘めの味付けの和食と合いやすい傾
向がある。
・ 原料となる米に関しては、「兵庫県の山田錦では芳醇な味になり、新潟県の五百万
石では淡麗な日本酒ができる」[1]と言われている。
・ 酒造りは長い歴史と深い文化を持つ工芸であり、その過程には杜氏（とうじ）や蔵
人（くらびと）の技術と情熱が込められている。酒造りを担う職人集団は「新潟に
は越後杜氏、岩手には南部杜氏、兵庫には丹波杜氏などの集団があり独自の技術で
日本酒を醸造して」[1]きた歴史がある [1]。

日本酒は、まさに地域の自然・文化・歴史によって育まれ、地域性を体現するもの
といえる。

１. ３　地域の伝統的な食文化としての和食と日本酒

日本は南北に長く、海、山、平野など多様な地形を持ち、四季の変化も明確である
ため、各地域で独自の食材が育つ。季節ごとに異なる旬の食材が存在する。このよう
な多様な自然環境に育まれた食材が、地域ごとの独特な和食文化の基礎となってい
る。年中行事の中で、様々な料理を通じて日本の伝統文化や価値観が次世代に継承さ
れる。おせち料理の各品に込められた縁起の良い意味や、七草粥に込められた健康祈
願の思い、正月のおせち料理を家族で囲む習慣や収穫への感謝を表す秋分の日のおは
ぎ、地域の祭礼と結びついた料理（東京の神田祭の神酒所料理）など、和食は、日本
の各地域の自然環境、歴史、社会構造、伝統文化と密接に結びついており、地域のア
イデンティティを形成する重要な要素となり、文化的継承の媒体の機能も果たしてい
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る。このような日本の伝統的な食文化としての「和食」は、2013年12月にユネスコ無
形文化遺産に登録された。

図表３　ユネスコ無形文化遺産への「和食」の登録申請概要

日本酒と和食は、地域ごとの自然環境や食文化に深く結びついており、特に日本酒
はその土地の風土と歴史、地元の食材との相性によって特有の風味を持っている。例
えば、海沿いの地域では新鮮な魚介類が豊富であり、それに合うように日本酒も生ま
れている。内陸部では山菜やきのこ、農作物が豊富で、これらの食材と調和する日本
酒が生まれている。北陸地方では、新鮮なカニや白身魚の刺身と淡麗な日本酒がよく
合い、魚の繊細な味わいを引き立てる。九州地方では、醤油が甘めで料理が濃厚な
味付けのことが多く、それに合わせてコクのある甘めの日本酒が飲まれる傾向があ
る。地域の伝統的な郷土料理、たとえば秋田県の「きりたんぽ鍋」や「ハタハタず
し」は、寒冷な地域で育まれた淡麗辛口の日本酒と相性がよく、料理の旨味と日本酒
のすっきりとした後味が調和する。また、広島県の「牡蠣料理」は、広島産の日本酒
である「甘口」でまろやかな味わいのものと合わせると、牡蠣のクリーミーさを引き
立てる。日本の食文化は四季に深く根ざしており、季節ごとの食材とともに、日本酒
も季節酒が用意されることがある。春には「花見酒」、秋には「ひやおろし」、冬には
「新酒」や「燗酒」など、季節に応じた日本酒が生産され、季節の料理と共に楽しま
れる。日本酒と和食の関係性は、単なる食事の一部を超え、季節ごとの文化的体験と
いえる。

出所： 農林水産省（2013）「「和食；日本人の伝統的な食文化」の内容」
https://www.ma�.go.jp/j/keikaku/syokubunka/ich/pdf/naiyo_washoku.pdf 
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１. ４　日本酒と和食のマリアージュ（味わいの調和）

日本酒と和食の組み合わせは、単に地域性にとどまらず、風味の相乗効果（マリ
アージュ）によってさらに強化される。和食には繊細な味付けが多いため、日本酒も
その繊細さを尊重しながら、料理の味を引き立てる役割を果たす。
・日本酒の酸味と料理の脂肪分

 脂の多い料理、例えば天ぷらや鰻の蒲焼などには、日本酒の酸味や辛口が脂っこさ
を中和し、口内をさっぱりとさせる効果がある。これにより、料理がより軽やかに
感じられるとともに、次の一口を楽しむための余韻が残る。

・旨味の調和

 日本料理には「旨味」が重要な要素であり、同様に日本酒も旨味を含んでいる。和
食と日本酒を組み合わせる際、双方の旨味が相乗効果を生むと、料理全体の味わい
が一段と豊かになる。特に、出汁を使った料理と、米の旨味を引き出した純米酒と
の組み合わせは、典型的なマリアージュの一例といえる。

日本各地の日本酒と和食は、地理的、文化的、風土的要素が複雑に絡み合った結果
として形成されてきた。地域ごとの気候や風土に応じた食材と、それに適応する日本
酒の製造技術が発展し、両者は補完し合っている。また、風味や食材の特性を活かし
たマリアージュによって、和食と日本酒は単なる食事を超え、文化や歴史、風土が生
み出す「食体験」として現代においても重要である。

１. ５　日本酒の国内出荷量の変遷

農林水産省（2024）「日本酒をめぐる状況」によると、日本酒の国内出荷量は、
ピーク時（1973年）には170万㎘を超えていたが、消費者志向の変化や他のアルコー
ル飲料との競合などにより減少傾向が続いており、2023年には約39万㎘まで減少し
ている。2023年、日本酒全体は対前年比－３％、一般酒が対前年比－６％と減少し
ているが、特定名称酒（純米酒、吟醸酒、本醸造酒など）が前年と同水準を維持し
ている。
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図表４　日本酒と特定名称酒（純米酒、吟醸酒、本醸造酒など）の全国出荷量

日本酒の輸出量と輸入金額の推移

日本酒の輸出量は海外の日本食ブームなどを背景に増加傾向である。2023年、アメ
リカ、中国、韓国、台湾、香港の５か国・地域の輸出数量と金額は、全体の７割を超
えている。また香港と中国の輸出単価が飛び抜けて高くなっている。

１. ６　酒蔵ツーリズム [2] による地域文化・伝統の継承と地域活性化

酒蔵は日本の文化と歴史において重要な役割を果たしてきた。平安時代末期から続
く酒造りの伝統は、地域の風土や人々の生活と密接に結びついている。特に、酒蔵は
その地域の自然資源を活用し、地元の米や水を使用することで、地域のアイデンティ
ティを形成している。このように、酒蔵は単なる製造業にとどまらず、地域の歴史や
文化を体現する存在である。また、酒蔵の発展は地域社会に多大な影響を与えてお

出所：農林水産省（2024）「日本酒をめぐる状況」
https://www.ma�.go.jp/j/seisaku_tokatu/kikaku/attach/pdf/sake-8.pdf
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り、地域経済の活性化に寄与するだけでなく、観光資源としても重要な役割を果たし
ている。
酒蔵ツーリズムは、地域の文化・歴史・風土が生み出す酒蔵を巡り、地域の人々と
交流しながら、郷土料理や伝統文化も楽しめる地域の活性化を目指す観光形態の一つ
である。酒蔵ツーリズムの推進により、地域の雇用が創出され、地元の文化や伝統が
次世代に受け継がれる機会が増える。これにより、地域全体が活性化し、持続可能な
発展が促進される。

図表５　関東信越国税局管内「酒蔵マップ」　新潟県（左：日本語版、右：中国語版）

リサーチクエスチョン

酒蔵ツーリズムは、地域の文化・歴史・風土が生み出す酒蔵を回遊し、地域の人々
と交流しながら、郷土料理や伝統文化も楽しめる観光形態であるが、購入した日本酒
や伝統工芸品などのお土産を随身に運ぶことは観光体験を著しく低下させる。特に荷
物運搬の負担は、インバウンド客の地域内の回遊や長期滞在を阻害する。購入した日
本酒などのお土産を運ぶ国際物流を構築できないか。

出所：https://www.nta.go.jp/about/organization/kantoshinetsu/sake/sakagura/japanese.htm
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研究仮説

・ 自宅直送物流を活用した手ぶら酒蔵ツーリズムは、インバウンド観光客にとって、
旅行の利便性を高め、買い物や観光の自由度を増すだけでなく、より安全かつ快適
な日本文化体験を提供する。これにより、観光客の満足度が高まり、リピーターの
増加や口コミによる新たな観光客の誘致にもつながる。
・ 自宅直送物流を活用した手ぶら酒蔵ツーリズムは、観光客の地域回遊を促し、様々な
文化体験の機会を増やし、買い物の利便性を高め、地域経済にも貢献する。特にイン
バウンド客が手ぶらで移動できる利便性により、酒蔵訪問に加え、伝統工芸や地元の
食文化体験にも参加しやすくなり、地域特有の文化価値により深く触れることができる。

２　 自宅直送物流を活用した手ぶら観光による酒蔵ツーリズム

２. １　自宅直送物流による手ぶら観光と酒蔵ツーリズム

筆者は長年、日中越境ECの物流ビジネスに従事しており、獺祭の中国輸出も長年
取り組んでいる。筆者の経験を踏まえて、自宅直送物流を活用する酒蔵ツーリズムに
ついて下記のように分析できる。
地域の酒蔵を回遊する酒蔵ツーリズムにおいて、自宅直送物流を活用した手ぶら観
光が実現すれば、観光客にとって以下のようなメリットがある。
①荷物の負担を軽減

 観光を身軽に楽しめる：手ぶら観光が可能になることで、観光客は購入したお酒や
土産物を持ち運ぶ必要がなく、荷物を気にせずに他の観光地を訪れることができ
る。これにより、旅行の自由度が高まり、より多くの観光スポットを訪れるモチ
ベーションが上がる。
②大量購入が容易

 複数の商品を安心して購入できる：自宅直送物流が提供されることで、観光客は一
度に複数の酒蔵でお酒を購入しても、重量や持ち運びの心配がなくなる。これによ
り、地元の特産品を気軽に購入でき、結果的に地域の経済にも貢献する。
③国際配送の心配が軽減

 配送手続きが簡単：酒蔵ツーリズムで購入した商品が自宅まで直接配送されるた
め、特に海外からの観光客は持ち込み制限や税関の手続きを心配せずに済む。観光
地での煩わしい手続きが不要になるため、旅行の全体的な体験が向上する。
④保管・配送の安全性

 商品を最適な状態で受け取れる：日本酒や工芸品など、繊細な商品は適切な保管と
配送が必要である。自宅直送物流サービスを利用することで、最適な環境で保管・
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配送され、商品が損傷するリスクを軽減できる。特に日本酒は温度管理が重要であ
るため、これにより安心して購入できる。
⑤旅行のスケジュールが柔軟に

 観光の時間を有効活用できる：手ぶら観光が実現することで、観光客は荷物を気に
せずに長時間観光を楽しみ、急なスケジュール変更にも対応しやすくなる。時間や
場所に縛られずに観光を続けられるため、旅行全体の満足度が向上する。
⑥エクスペリエンスの向上

 より快適な観光体験：手ぶら観光によって、観光客は酒蔵巡りやその他の観光アク
ティビティに集中でき、ストレスのない快適な旅行を楽しむことができる。これによ
り、日本の地域文化や自然を存分に体験することができ、旅行の満足度が向上する。

自宅直送物流を活用した手ぶら観光は、インバウンド客にとって、旅行の利便性を
高め、買い物や観光の自由度を増すだけでなく、より安全かつ快適な体験を提供す
る。これにより、観光客の満足度が高まり、リピーターの増加や口コミによる新たな
観光客の誘致にもつながると期待される。

２. ２　越境ECによるインバウンド客への自宅直送物流

経済産業省（2024）「令和５年度 電子商取引に関する市場調査 報告書」によると、
中国の消費者が日本から購入する越境BtoC-ECは２兆4,301億円、米国の消費者が
日本から越境BtoC-Eを通じて購入する金額は１兆4,798億円に達する。日本は越境
BtoC-ECを通じて、米中に輸出した金額は、合計で３兆9,099億円にも達する。

図表６ 日本・米国・中国３ヵ国間の越境EC市場規模（単位：億円）

出所： 経済産業省（2024）「令和５年度 電子商取引に関する市場調査 報告書」
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図表７　中国における越境ECの仕組み

モデル 定　義 特　徴

直送
モデル

日本から直接、中国国
内の消費者に商品を発
送する

・ 保税区での倉庫保管費用がかからないため、小規模な越境EC
に適している。日本の中小酒蔵は直送モデルに適している。
・流通の効率は高くないが、初期コストを抑えることができる。

保税区
モデル

商品を中国国内の保税
区に保管し、そこから
消費者に発送する

・ 商品は保税区（関税が課されない区域）から直接消費者に
発送されるため、リードタイムが短縮される。

・ 一括運送で輸送コストが低減され、通関手続の安定性が確
保される。大規模な越境ECに適している。

・ 大手プラットフォーム（例：Tmall、JD.com）でよく利用
される。

出所：著者作成

中小酒蔵は、越境ECの経験が少ないために「手ぶら酒蔵ツーリズム」を実現する
ことができずにいた。越境ECに従事する物流企業に委託すれば、それぞれの地域の
手ぶら酒蔵ツーリズムに最適なモデルを選択し自宅直送物流を実現することができる。

２. ３　直送モデルの事例

①メーカからの商品入庫

②商品管理
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③梱包作業

④出荷

⑤国際追跡情報・自宅への宅急便手配
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３　本論文の提案

マーケティングにおいて、顧客が特定の商品やサービスと関わる際の体験や行動
を、時系列で視覚化した表をカスタマージャーニーマップという。このマップを用い
ることで、顧客視点から顧客体験を時系列に把握し、課題や改善点を見つけることが
できる。表の次のような構成要素からなる。
・フェーズ（ステージ）
顧客の行動や体験をいくつかの段階に分ける。
・タッチポイント
顧客が商品やサービスに接触する具体的な場面。
・顧客の感情と行動
各タッチポイントで顧客が何を感じ、どのように行動したかを記録。
・課題と改善点
顧客体験の中で課題となる点を特定し、解決策を検討。

電通（2019）の日本・中国クロスオーバー消費行動モデル概念「SSSフレーム」は、
中国からのインバウンド客のカスタマージャーニーマップとして提案されているもの
である。

図表８　日本・中国クロスオーバー消費行動モデル概念「SSSフレーム」

出所： 電通（2019）「電通と電通イージス・ネットワーク、日本・中国ハイ
ブリッド市場における統合的マーケティングソリューションを強化」
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電通（2019）のSSSフレーム（Sympathize → Explore → Surprise → Purchase → 

Share → Purchase）に基づいて、インバウンド客の自宅直送物流による酒蔵ツーリ
ズムをカスタマージャーニーマップに基づいて以下のように分析する。インバウンド
客の視点から顧客体験を時系列に把握し、課題や改善点を見つけることができる。

図表９　自宅直送物流による酒蔵ツーリズムに関するSSSフレームのカスタマージャーニーマップ

フェーズ
旅マエ 旅ナカ 旅アト

共感
（Sympathize）

探索
（Explore）

驚感
（Surprise）

初回購入
（Purchase）

共有
（Share）

継続購入
（Purchase）

顧
客
行
動

SNSで美しい
日本の酒蔵や
体験談を見
る。日本文化
や酒蔵ツーリ
ズムに興味を
持つ

どの酒蔵や地
域に行くべき
かをリサーチ
し旅行計画を
立て予約する

実際に酒蔵ツ
アーに参加し、
感動・驚きを
体験する

酒蔵ツーリズ
ム中、日本酒
や土産物を購
入し、自宅へ
の直送を依頼
する

酒蔵ツアー後、
体験をSNSや
友人との会話
で共有

帰国後、オン
ラインで継続
的に日本酒を
再購入する

顧
客

接
点

Red Book 
TikTok

旅行予約サイト 
旅行アプリ

酒蔵、ガイド 酒蔵、自宅直送
サービス

SNS 
クチコミサイト

ECサイト、
酒蔵の公式サイト

顧
客
感
情

日本の伝統文
化に興味がわ
く。本物の日
本酒を味わっ
てみたい

様々な酒蔵ツ
アーを比較し、
最適なプラン
を見つけたい

日本酒の奥深
さに感動。製
造過程や歴史
に魅了される

素晴らしい体
験の記念に、
持ち運ぶ心配
せずに日本酒
を購入

素晴らしい体
験を友人や家
族と共有する。
再訪したい気
持ちが高まる

日本で味わっ
た日本酒の味
を再び楽しみ
たい

課
題

言語の壁。酒
蔵ツーリズム
の認知度不足

情報が日本語
のみ。決済方
法が限られて
いる

期待以上の
感動・驚きの
体験。多言語
説明

国際配送の手
続きが複雑。
配送料が高い

Wi-Fi環境の
整備、インス
タ映えの場所
を整備

国際配送の制
限。関税や輸
入規制の問題

対
　
　
　
　
　
策

観光客がSNS
やクチコミ、
ブログ、動画
を通じて、日
本の伝統文化
や日本酒の魅
力に触れ、共
感 するプロ
モーションを
行う。自宅直
送物流を訴求
し、旅の最中
でも荷物を気
にせずに楽し
めるメリットを
強調すること
で、酒蔵ツー
リズムへの関
心を高める。

オンライン上
で多言語の検
索や予約サイ
トを構築。各
地の酒蔵の特
徴や体験内
容（酒造り見
学、試飲、自
宅直送サービ
ス）を紹介。
クチコミやレ
ビューが閲覧
でき、酒蔵ご
との違いを説
明し、旅行先
の選択をサ
ポートする。

伝統的な酒造
りのプロセス
や歴史に触れ
ながら、日本
酒を試飲し、
その場で購入
できる。「自
宅直送サービ
ス」によって、
観光客がその
場で購入した
酒を持ち帰る
必要がなく、
後日自宅に届
けられ、便利
さと驚きを感
じる。

酒蔵での試飲
や説明を通じ
て、自宅直送
サービスを提
案し、その場
で日本酒や関
連商品を購入
できる仕組み
を整える。重
い荷物を持ち
運ぶ負担を感
じず、安心し
て購入できる
体験が、購入
意欲を高める。

酒蔵ツーリズ
ムの体験や自
宅に届いた日
本酒やお土産
をSNSで 共
有するキャン
ペーンを行う。
ハッシュタグ
キャンペーン
やレビュー投
稿を促進し、
オンラインで
の共有を促す
ことで、さら
に広範な共感
を呼び込む。

オン ラ イン
ショップを案内
しプロモーショ
ンや割引クー
ポンを提供。リ
ピーターとして
商品を購入す
るよう動機付け
る。日本酒の知
識や新商品情
報を定期的に
届け、サブスク
リプションや自
宅直送サービ
スで、いつで
も・どこでも・
手軽に日本各
地の日本酒を
嗜む仕組みを
提供。長期的
な顧客関係を
構築し日本ファ
ンを増やす。

出所：著者作成
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電通のSSSフレームを基にしたカスタマージャーニーマップ分析では、自宅直送物
流を活用した酒蔵ツーリズムが、インバウンド観光客に対してスムーズかつ一貫した
顧客体験を提供できることが示された。共感から探索、体験中の驚き、購入、そして
帰国後の共有と継続購入まで、各段階で自宅直送物流の利便性が酒蔵ツーリズムを促
進することができることが分かる。

【注】

［1］  金桶光起（2022）「日本酒の地域性と新潟清酒の特徴」、新潟大学日本酒学センター編
『日本酒学講義』ミネルヴァ書房

［2］ 「酒蔵ツーリズム」は佐賀県鹿島市の登録商標である。
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Establishing a Hands-Free Tourism Model for Regional 
Revitalization Starting with Sake Brewery Tourism:
Creating a New Customer Experience for Inbound Tourists Through 

Direct Home Delivery Logistics

LI Qi

Abstract

李　　　　　琦

Sake brewery tourism, which offers experiences of the region’s nature, culture, 
history, and landscapes, contributes to the effective utilization of local resources, 
revitalization of the local economy, and sustainable regional development. The home 
delivery logistics system for hands-free sake brewery tourism proposed in this study 
promotes inbound tourist mobility and consumption, thereby enhancing the quality of 
the tourism experience.

Keywords:  Japanese cuisine, sake brewery tourism, inbound tourism, home delivery logistics, 
hands-free tourism, customer experience


